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　　　　　　　　　　黄道光課月報
　　　　　　　　　　　（1934，］0月分の報告）

　謹んで新年の醜詞を巾述べます．我kの観測も今年は學界へ一麿の寄與を

期したいと思ふ．釜々諸氏の御努力を斬って止まない．

　近來所謂太陽説はホフマイステノレ氏の理論的研究により“小遊星説”の提

唱となり一段の進展を示した，とは云へ此の假論にも幾多の疑鮎はある様で

あるし，特に攣動及び消長に關して充分なる設明が試みられてみなV・・とに

かく依然として黄道光の疑問符は縫績してをり，將來のより正確なる観測こ

そ望ましV・ことであると思ふ．

　　　　　　　　　　〉く　　　　×　　　　　×　　　　　×

．ユ鐘膣10月の翻測概況．
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以上の他に沖縄縣首里市の富原氏より曉の報一三一同を受けた．本月は14

日より20日に至る一週聞ほ穿統一された観測方法に依って全観測者間に劃期
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的な同時観測が行はれ，曉26個の好成績を牧めることができた．目下調査中

である．大耀に於て明るさは充分に強く一角獣座中央の銀河の3倍程度で先づ

例年並であらう，中心線は10日前後黄道に封してかなりの南傾（3。一4。位）を

．見せてみたのが漸次傾斜小となり20日頃には殆んど黄道上に位置する如き攣

化がかなり明瞭に見えてみる．下保幹事に依って8日光度計，11日光度計及び

篇眞撮影，20日光度計による美事な等光度線圖の観測が行はれてるる．18日

28日には笹部氏によって封日照を中心とする附近の不規則光斑の精密な観測

がなされてるる．

　西天の黄道光は月初めて月末とに各1同見られたがコンヂシヨン悪く明る

さは甚だ淡V・．

　　封　日　照

　本月はかなり多数の槻測が行はれたが梢々不揃で簡軍に一般的状況を辿る

ことが困羅である．明るさは福者座の五角中の銀河の1－O．5倍程度の様であ

る。

　南米の最近の観測　（1934年9月）

　近着の9月分の報告によれば悪天候のために観測少く，黄道光はいつれも西

天のみで

　勝　浦　茂　雄　　黄道光　　3回　　封日照　　3回

　大窪丈秀　 ク　
b’

@　ク　
0

　黄道光の明るさは甚だ著しかったことが報ぜられてをり勝浦氏は射手座星

附近の銀河の1－2倍程嵐大窪氏は蝸座の銀河の2－4倍程度に見られてるる．

常に巾廣き『二二を東の地李線迄とせられてるるが本月は銀河が頂黒占附近にて

中断した形になってみる。鮒日照は三々明るく狼座ζ星附近の銀河の1－O．5倍

位で東西に光帯を俘ひ月初めには圓く大きく月末には梢々小さく梢々非階圓形

に見られてるる．中心熱はほf黄迫上で反太陽黙の雨後になってみる．

　　　　　　　　　　　×　X　X　X
　新しv・報告用紙が花山に於て印刷されました，中心線の傾き及び三三の偏

りの二項が除かれてゐますが槻測せられた揚合には注意欄に記入して下さい・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（韓事）
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　　　　　　　　　　　　彗　星学報　告
　Reinmuth（1928　D彗星再加平さる・近着σ）コペンハ1ゲン同報によれば・

去る11月5日米國リツフ天文ii菱の「reffers氏は下記の位置にReinmuth彗星を

磯見した・

　　　11月5．日406／（萬國時）α＝5h11M46．s3　　δ＝十11047’9”

　光度は實に16等級であった．Levin及びFoxe11氏の予報位置（花山急報
103）との0－Cは4α＝一3gsdδ＝一8’でよく一致して居る．此れにより近

日瓢通迄は來年5月2日となる．此の彗星は今年心見された第二番目のもので

從って1934b彗星と照せれらる．地球と彗星聞の距離は今後段々i曾加する故

光度は，此れ以上，余り大きくはならないだらう・

　　　　　　　『ヘルクレス」座新星の二見
　冠座R星が十年振りに大減光をしたり，ミラが塘光してみたり，

新星らしきものが小犬座に襲見せられたりして．年末をびかへて妙に

恒星界が慌しくなって來た，12月17日目夕待望の新星六二の電報が跳

込んで來た。

　‘‘Nova　Hercules　Tretiee　3rst　Magnitude　27127　04447　Bright

：Band　Spectrum　Spencer　Jones　Str6mgren　” @三字目のは名前と解す・

るのが普通であるが，後報によらぬと確な事は言へない．数字は赤経
北極距離を表はしてみて，α二271。27一18h　6m，δ一・90。一44。74’＝十

45。13〆かうすると丁度へ・レクレス星座の西北の端に當る．スペクト

ルに輝帯のある事で新星である事が確められ，Spencer　Joensは英，

グリニチ天文墓壷長であるから，獲見者が英人であったと推定される．

三等星といへば北天では1920年の白鳥座新星以來の事であり，その後

傷敷記聞，観測上，理論上著しき嚢展が認められるから，此の久し振
りに明るV・極大時に獲見されたへルクレス座新星は多くの牧獲を天膿

物理學界にもたらすに相違ない．　　　　　（12月18日記小山）

　　　　　　掩　　　蔽　　　課

（花山で見える）　掩　蔽　豫　報　（昭和十年二月）

星　名Star 光級Mag． 胤益鰭　　　　　1轡｝ 糠瀟囁脚雌
始終間隔1nterval　　〔

可説緯度LimittingParallels

日時　分 　　　　一厲栫@分 日 時　分 N㎝ r
16Psc 5．6 619　1．1 336。 6】9　51．6 2120 2．7 ③50・5 一ト41。一45。

139Tau 4．9 ユ31714．5 185 131826．4 298． 9．6　… 111．9 十65－0
l　　I

4G．　Sgr 6．2 28　453．8 272 28　548．6
@　　　　」

340 24．1 054．8P　、 十58－5

　以上の他一月20日0時3分乃至1時31分の皆既月食を利用して微光星の掩蔽
観測が期待せられる．掩蔽する微光星の観測には豫め附近の覗野をスケッチ
しておくことが望ましV・．
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遊星面課報告（11月）

　天候は相當晴れたが，氣流の悪い日が多く，成績は駄目であった．前田氏

一枚スケッチ邊付．

　火星．輕冠が60。位の振がbらしく，最も目立って居る・他の部分は小さく

明瞭には見られない．一月中り本格的に観測を要望する・

　±星・スクツチは無し．異状はない模様

　木星・1月になれば東天の襯測を火星と共に始める様に御願ひする一當

課も1935年度からうんと更生し度い課員の大書獲を希望する．（幹事）

月　面　の　観　測

昭和九年十月十二日　（月齢五日）プロクルス山

米粒形の細長い盛り上がった山，山嶺は南北に長い稜骨を表はして居る，

午後六時掌

（十三日）　山頂に可愛らしい小さい噴火口表はる．午後六時李

（十四日）　三稜形の山になる，火口内の西側に暗＝黙表はる．午後六時李，

　　　　　　シリル，セオフイル山が破襲口重り會へるのや，　フラカストル

　　　　　　が海にスベリ落ちたる様を見る．

（十五日）マウロリクスの物凄い山容が西轟轟見える．北端に近くアリス

　　　　　　トテレスの火口の深v・蛍雪下見ゆ．プロクルス山の火ロ輝く・

（十六日）

（二十三日）

プロクルス山の火口非常に輝き西部にアルカナキカに暗瓢見ゆ

プロクルス目先輝はげしく，タィコ，ケプレルと正三角形を爲

し光輝を競うて居る．

中にもタイコの放射線つ物凄い様はダイヤモンドの光輝にも似

放射線はプロクルスの邊までに及ぶ・

以上の外曇天にτ槻測し得す・

　　　　　　　　昭和九年十月二＋五日

　　　　　　　　　　　　　　　沖縄首里市冨原守清
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奨光星課報告（22）

小　山　秋　雄
11月中の槻測激
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先月にも増して，澤山の観測があった．勝浦氏の報告は8，9月分である，
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ミラ型攣光星1935年の極大豫報
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磁黙丁零数報告（1934年十一月）課陽太
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